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平成３１年度農業法人経営安定化ハンズオン支援業務に関する企画提案募集要領 

 

この要領は，宮城県が実施する「農業法人経営安定化ハンズオン支援モデル事業」に関する

業務を委託するに当たり，公募型プロポーザル方式により，優れた提案及び能力を有し，最も

適格と判断される事業者を選定するために必要な事項を定めるものである。 

 

１ 募集事項 

（１）業 務 名  農業法人経営安定化ハンズオン支援業務 

（２）委託期間 契約締結日から平成３２年３月２４日まで 

（３）事業目的及び業務内容 

別記１「農業法人経営安定化ハンズオン支援業務仕様書」のとおり 

 

２ 事業費（委託上限額） 

金１９，５９２，２８０円（税率８％で算出した消費税及び地方消費税の額を含む。） 

 

３ 応募資格 

企画提案に応募できる者に必要な資格は，次のとおりとする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する者で

ないこと。 

（２）企画提案参加申込者の属する地方公共団体の地方税及び消費税並びに地方消費税を滞

納していない者であること。 

（３）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続き開始の申立てがなされ

ていない者であること（民事再生法に基づく再生計画認可の決定を受けた者を除く。）。 

（４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続き開始の申立てがなされ

ていない者であること（会社更生法に基づく更生計画認可の決定を受けた者を除く。）。 

（５）宮城県入札契約暴力団等排除要綱(平成２０年１１月１日施行)別表各号に規定する措

置要件及び宗教活動や政治活動を主たる目的とする団体に該当しないこと。 

（６）宗教活動や政治活動を主たる目的とする団体に該当しないこと。 

（７）当該業務を円滑に履行できる体制が整備できること。 

 

４ スケジュール（予定を含む。） 

（１）企画提案募集開始  平成３１年３月２６日（火） 

（２）質問受付期限  平成３１年４月５日（金） 

（３）企画提案書の提出期限 平成３１年４月２２日（月） 

（４）企画提案書の選考  平成３１年４月２５日（木） 

（５）選考結果の通知 平成３１年４月２６日（金） 

（６）契約締結及び業務開始 平成３１年５月中旬 

 

５ 応募手続 

（１）企画提案事項 

企画提案書に記載する事項は，別記２「農業法人経営安定化ハンズオン支援業務に係

る企画提案依頼書」のとおりとする。 
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（２）企画提案書の提出 

イ 提出期限 平成３１年４月２２日（月）午後５時まで（必着） 

ロ 提出方法 郵送又は持参 

ハ 提 出 先 宮城県農政部農業振興課普及支援班 

〒980-8570 宮城県仙台市青葉区本町３丁目８－１ 

宮城県庁行政庁舎１０階（北側） 

（３）提出書類及び部数 

イ 提出書類 

（イ）企画提案参加申込書（様式第１号） 

（ロ）企画提案書（様式第２号又は任意様式（Ａ４片面）） 

（ハ）業務経費見積書（様式第３号） 

    （ニ）企画提案応募条件に係る宣誓書（様式第４号） 

（ホ）会社概要（既存の資料で可） 

ロ 提出部数 

８部（正本１部，写し７部） 

（４）質問の受付及び回答 

本事業に関する質問については，以下のとおり受け付ける（口頭及び電話による照会

には応じない。）。 

イ 受付期限 平成３１年４月５日（金）午後５時まで 

ロ 提 出 先 宮城県農林水産部農業振興課普及支援班 

ハ 提出方法 

質問書（様式第５号）を用いて，電子メールで提出すること。 

電子メールアドレス gbfs@pref.miyagi.lg.jp 

ニ 回  答 

質問に対する回答は，農業振興課ホームページに掲載する。 

なお，質問及び回答が特定の質問者の具体的な提案事項に密接に関わるものについ

ては，電子メールで当該質問者のみに回答する。また，質問の内容によっては回答し

ない場合もある。 

（５）その他 

イ 提出された書類は，原則として，返却しない。また，提出後の差し替え，変更及び

取り消しは一切認めない。 

ロ 企画提案に要する費用は，全て提案者の負担とする。 

 

６ 業務委託候補者の選定 

（１）選考方法 

県が設置する選定委員会において，プレゼンテーションの手法により応募各者に説明

を求めた上で，提出書類を審査し，評価点の平均が６割以上で最も優れていると判断さ

れた企画提案者を業務委託候補者として選定する。 

また，企画提案者が１者の場合であっても審査を行い，業務を適切に実施できると判

断される場合は，業務委託候補者として選定する。 

なお，業務を適切に実施できないと判断される場合は，再度，企画提案を募集するも

のとする。 
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（２）企画提案内容の説明会（プレゼンテーション） 

イ 開 催 日 平成３１年４月２５日（木）※時間は追ってお知らせします。 

ロ 開催場所 自治会館２０１会議室（仙台市青葉区上杉１丁目２－３） 

ハ 内  容 企画提案者による企画提案内容の説明及び質疑応答 

ニ 留意事項 

（イ）プレゼンテーションへの出席者は，事業者毎にそれぞれ３名以内とする。 

（ロ）１事業者当たりの持ち時間は，プレゼンテーション及び選考委員のとの質疑応

答を合わせて３０分程度（プレゼンテーション２０分，質疑応答１０分程度）と

し，県が後日指定する時間割により事業者毎に個別に行う。 

（ハ）事前に提出された書類に基づいてプレゼンテーションを行うこととし，追加資

料の配布は原則として認めない。 

（ニ）プロジェクター等の使用を希望する場合は，企画提案書を提出する際に申し出

ること。 

（３）審査基準 

審 査 項 目 審査の視点 

①業務運営体制 
本業務を円滑に進めることができる運営体制となって

いるか。 

②ハンズオン支援体制 
プロジェクトマネージャー及び専任プロデューサーは，

適任者を必要な人数確保できる見込があるか。 

③ハンズオン支援手法 
提案された支援手法は，十分な支援効果が期待できる内

容であるか。 

④総合評価 

過去の支援業務実績やアピールポイント，業務経費見積

額などを総合的に評価して，本業務の実施についての信頼

性が見込まれるか。 

 

（４）選定結果の発表 

選定結果については，後日，プレゼンテーションに参加した全ての企画提案者に文書

で通知するとともに，企画提案者の名称や評価点等を公表する。また，公表に当たって

は，選定された業務委託候補者以外は，個別の評価点が特定できないように配慮する。 

なお，審査内容に係る質問や異議は一切受け付けない。 

 

７ 失格事由 

次のいずれかに該当する場合は，応募者を失格とする。 

（１）提出された企画提案書等に記載されている文字の判読が困難である場合，又は文意が

不明である場合。 

（２）本募集要領等の規定に従っていない場合。 

（３）６に示すプレゼンテーションに参加しなかった場合。 

（４）同一の応募者が２つ以上の企画提案書を提出した場合。 

（５）企画提案に関する手続きの公正な執行を妨げた場合。 

（６）民法（明治２９年法律第８９号）第９０条（公序良俗違反），第９３条（心裡留保），

第９４条（虚偽表示）又は第９５条（錯誤）に該当する提案を行った場合。 
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８ その他必要な事項 

（１）企画提案に参加する事業者が企画提案を公正に執行することが困難であると認めると

きは，県は本公募型プロポーザル方式による本事業の実施を延期又は取りやめることが

ある。 

（２）本業務の実施に関して，業務委託候補者の企画提案の内容をそのまま実施することを

約束するものではなく，県と業務委託候補者間で協議の上，決定する。また，県との間

で本業務の委託契約が成立した場合，具体的な業務内容や進め方等については，逐次県

と協議することとする。 

（３）提出された企画提案書は，情報公開条例その他の法令の規定に基づき，開示する場合

がある。 


